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長期研修員Ｂ 

授業実践Ⅰ 小学校第３学年道徳科学習指導案 

指導月日 平成30年７月４日  

所属校名 登米市立新田小学校 

氏名   佐藤 千恵  

１ 主題名「目標に向かって努力する」 

２ 教材観 

(1) 教材名「一りん車にのれた」（東京書籍 あたらしい道徳３）

(2) 内容項目 Ａ―（５） 希望と勇気，努力と強い意志 

中心的な道徳的価値  努力と強い意志 

(3) 指導との関連

本教材「一りん車にのれた」は，主人公の「わたし」が一輪車に乗れるようになるまでの話であ

る。「わたし」は一輪車に乗りたくて練習をするが，なかなかうまくいかない。転んでけがをして

からはすっかり嫌になってしまい，練習をやめてしまう。しかし，上級生が一輪車でメリーゴーラ

ウンドをしているのを見て「あんなふうにできるようになりたい。」と目標を持ち，再チャレンジ

をする。友達の励ましもあり，練習を続けることでついに１メートル乗れるようになった。喜んだ

「わたし」は，ますます目標に向かって頑張ろうとする気持ちを強める。 

 一輪車は学校にもあり，休み時間に練習している姿が見られることから，子供たちが非常に共感

しやすい教材である。 

簡単にはできないことにチャレンジし努力をするものの，一度は挫折した「わたし」。しかし，

その後に再チャレンジし，努力を続けた「わたし」。その挫折の前後の変容の理由を考えさせ，困

難にぶつかっても努力を続けようとする強い意志の源になるものに気付かせたい。 

また，「わたし」は教材後半で目標には達しないまでも，「１メートル乗れるようになった」こと

で大きな喜びを感じている。これは，今できることを精一杯「努力した」からこそ感じることがで

きる「喜び」であろう。目標を達成できたかできなかったかの結果だけでなく，今できることを精

一杯「努力」し続ける過程そのものに成長があり，喜びがある。そしてその喜びは，「次の挑戦」

につながっていくのである。 

人間は，成功体験や失敗体験を繰り返しながら成長していく。しかし，この時期の児童は生活経

験自体が少なく，何かに挑戦してもちょっと失敗すると自信を失い，諦めてしまう場合も多い。本

教材に描かれている挫折を乗り越えて努力する「わたし」の姿を通して，「努力する過程の価値」

について気付かせていきたいと考え，本主題を設定した。 

３ 児童の実態［第３学年１組 男12名 女14名 計26名］ 

  本学級の児童は，好奇心が旺盛で新しいことに挑戦してみたいという意欲が高い。学級の約８割

の児童が「今，頑張っていることがある」と答えている。できないことを克服しようと,目標を立

てて地道にこつこつと努力を続けている児童もいるが, しかし，頑張っている内容を見ると，自分

にとって取り組みやすそうな目標を立てて頑張っている児童が多い。失敗を避けようとして無難な

目標を選んでいる傾向が見られる。 

また, 少し困難が生じると途中であきらめてしまう児童もいる。「困難なことにぶつかった時，

あなたはどうしていますか？」という質問に対しては，３割の児童が「そのままにして，あきらめ

る。」と回答している。 

学期ごとに目標を立てて生活しているが，自分でやろうと決めた目標に向かって長期間継続して

努力できている児童は少ないと言える。  
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４ 指導観   

(1) ねらいとする価値について 

本主題は，学習指導要領の第３学年及び第４学年の内容における視点Ａ「主として自分自身に関

すること」の内容項目５「自分でやろうと決めた目標に向かって，強い意志をもち，粘り強くやり

抜くこと」を受けて設定したものである。この「目標」とは，「なりたい自分の姿」と捉える。「努

力」とは，「目標達成に向けて心や体を使って努めること」である。目標の達成は，「なりたい自分

になるのだ」という強い意志を持って，粘り強く努力し続けたことの結果である。 

実際には，何の障害もなく簡単に目標が達成することは，ほとんどない。その過程の中で壁にぶ

つかり，挫折することもたくさんある。しかし，それでも努力し続けることは大きな価値がある。

結果的に，その時の「なりたい自分」に達しなかったとしても，前より「よりよい自分」に近づい

ている。結果ではなく，その過程にある「強い意志」で「努力」を続けることのよさに気付かせた

い。 

(2) 指導に当たって  

  授業の導入では，児童の「考えたい」というきっかけを作る。まず，児童の身近な例から努力に

ついて考える。そして努力のよい面と大変な面について，児童のこの段階での考えを聞き，板書に

残す。「努力をするって，大変なことだけど，どうやったら続けていけるのでしょうか。」と投げ掛

け，児童の心に課題意識を持たせる。 

  展開では，「努力・強い意志を持つことのよさ」に向かって教師の発問に対して考えたり，友達の

考えを聞いたりして価値理解を深めていく。まず，教材文を通読し，頑張ったけれどなかなかうま

くいかずに挫折してしまった「わたし」の思いに共感させる。その後に，「けがをする前のわたし」

と「クラブ見学後のわたし」が努力している時の気持ちを比較させる。努力している点では，どち

らも違いはない。しかし，後者は練習中にけがをし，挫折をしてからの再挑戦である。「なぜ，一度

は見るのも嫌になった一輪車なのに，再び練習を始めたのだろうか」と問い返しを行うことで，「メ

リーゴーラウンドができるようになりたい」という明確な目標を自分で持ったことや，友達の励ま

しがきっかけになったことに気付かせたい。 

さらに，「この後，わたしはメリーゴーラウンドができるようになったと思いますか。」と問い，

メリーゴーラウンドができたとしても，できなかったとしても，こうした努力を続けることで「わ

たし」が人間としてどんどん成長していくという，「努力のよさ」に気付けるようにしていきたい。 

終末では，これからの「生き方」に対しての自分の考えを持つ。本時の授業から分かったことや

これからの生活に生かしたいことをノートに書き，それを紹介し合って学級全体で個々の思いを共

有したい。また，導入時の自分の「努力」に対する考えと終末時の考えを比較することで，本時の

気付きを実感させたい。 

 

５ 自己の研修課題との関連 

(1) 研修テーマ  児童が道徳的価値について深く考える授業を目指して 

            － 発問の質や構成の工夫を通して －  

(2) 研修課題との関連 

  本主題において，「深く考える」とは，「努力・強い意志」について，教師の発問に対して考えた

り，友達の考えを聞いたりしながら多面的・多角的に思考を広げ，自分との関わりで考えることを

通して，自己の生き方について考えを深めることと捉えた。このような授業を目指して，以下の点

を工夫していきたい。 

① 児童が，道徳的価値について多面的・多角的に思考を広げられるような発問の質の工夫 

ア 「気付かせたいこと」と「考えさせたいこと」を明確にして発問を吟味する。 

イ 児童の多様な見方や考え方が表れるような発問を吟味する。 

 ② 児童が，自分との関わりで実感を持って道徳的価値を捉えられるような発問の質の工夫 
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       <発問>         <児童の反応>       <問い返し・補助発問> 

ア 導入で，道徳的価値について自分との関わりで課題意識を持たせる発問を行う。 

イ 終末で，道徳的価値について新しく気付いたことやこれからの自分の生活に生かしたいこと

を問い，実生活につなげて考えられるようにする。 

③ 児童が，自己の生き方について考えを深められるような発問構成の工夫 

  本主題においては，以下の図１のように発問構成を考え児童の思考を深めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 発問構成の工夫 

 

６ 本時の計画  

(1) 目標   

◎  目標に向かって，困難があっても努力し続けていこうとする心情を育てる。 

努力について分かった

ことや感じたこと，これ

からの自分の生活に生か

したいことは何ですか。 

【実生活につなげる発問

発問】 

できた。 

友達からの励ましが

あった。 

導
入 

できなかった。 

努力をするのって大変な

ことだけれど，どうやった

ら続けていけるのでしょう

か。【課題意識を持たせる発

問】 

 最初にみんなが言っていた「努力」

のイメージと比べるとどのようなとこ

ろが変わりましたか。【価値理解の深

まりの自覚を促す補助発問】 

分からない。 

１メートル乗れるようにな

ってうれしい。 

 
目標が達成していないの 

になぜだろう。 

友達から励ましてもらって

いる。 

終
末 

けがの前の「わたし」

とクラブ見学後の「わた

し」では，努力する気持

ちはどのように違うでし

ょうか。【内容項目につい

て分析させる発問】 

目標を自分で立てている。 

この後，「わたし」はメリ

ーゴーラウンドができるよ

うになったと思いますか。 

【内容項目のよさについ

て，価値理解を深める発

問】 

展
開 

 努力っていいものだな。 

 
どうしたらいいの

だろう。考えてみた

いな。 

メリーゴーラウンドができたわけで

もないのに，なぜうれしかったのでし

ょう。【努力のよさへの気付きを促す

問い返し】 

なぜ一度は見るのも嫌になった一輪

車なのに，再び練習を始めたのでしょ

う。【努力の源への気付きを促す問い

返し】 

その時「わたし」はどのような気持

ちになったでしょうか。【努力のよさ

への気付きを促す問い返し】 

 
なるほど。一回あきらめたの
にまた頑張れたのは，そんな
理由があったからなのか。 

 
努力を続けると，たとえ目標に

たどり着かなくても，よりよく

成長できるのだなあ。 
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(2) 指導過程 

段

階 

学習活動 

・予想される児童の反応 

○指導上の留意点 

※評価（方法） 

 １ 自分たちの身近な例から，「努力」につい

て考える。 

 

 

 

・鉄棒で「こうもり」ができるようになった。 

・プールで「けのび」ができるようになった。 

・自転車に乗れるようになった。 

・走るのが，速くなった。 

 

 

 

 

・やろうとしたことが，なかなかできないと辛

くなる。 

・毎日するのは，飽きる。 

・疲れてしまって，やめたくなる。 

・頑張っても，結局できない時がある。 

 

 

 

 

 

○今までの自分の生活を振り返り，身近なと

ころから「努力」について考えさせること

で課題意識を持たせる。 

○本時のめあてを「努力について考えよう」

と明示することで，児童に中心内容項目に

ついて考えていくことを意識付けする。 

○導入時の児童の「努力」に対してのよさと

大変さのイメージを板書に残す。授業後の

自分の考えと比較できるようにし，その変

化を自分で気付けるようにする。 

○頑張ろうとしたけれどできなかったことを

これまでの体験から具体的に話せるように

促す。 

○努力を続けることの大変さを全体で共有す

る。しかし，それでも努力を続けていくに

はどんなことが必要なのか知りたいという

課題意識を持たせるようにする。 

 ２ 教材「一りん車にのれた」を読んで，わた

しの行動から，挫折の前後の努力を比較し，

その違いを考える。 

 

 

 

 

 

【同じ】 

・けがの前も見学の後も，どちらも苦手なこと

を頑張っているから。 

【違う】 

ａ見学後の方が一生懸命努力している。１メー

トル乗れるようになったから。 

ｂ見学後の方が努力している。友達からの励ま

しの言葉があって頑張ろうと思ったから。 

ｃ見学後の方が，一生懸命努力している。一回

やめているのにまた挑戦しているから，後の

方が思いが強いと思う。 

○教師が範読したり，「わたし」の挫折や挫折

後に再び努力を始めたことが視覚的に捉え

られるような図を板書したりして，児童が

場面の状況を把握しやすくする。 

○「わたし」にとっての目標が何であるのか

と一度挫折していることを確認する。 

○導入時の「努力の大変なところ」の板書に

触れ，挫折した時の「わたし」の思いに十

分共感させるようにする。 

○一人でノートに書いた後，ペア→全体で話

し合い，考えを広げる。 

○ペアや全体での話合いでは，「なるほど」と

思った意見は青ペンでノートにメモするよ

うにさせる。 

○全体での話合いでは，その理由に対して児

童の考えがより深まるような「問い返し」

を行う。 

○ペアや全体で意見を交流する時は，「付け足

しで」「違っていて」「似ていて」というよ

 みんなは，努力して，できるようになった

ことがありますか？ 

 でも「努力」って，途中でいやになって

しまうこともありますね。どうしてでしょ

う。 

 努力をするのって大変なことだけれど，

どうやったら続けていけるのでしょうか。

今日は，「努力」について考えてみましょ

う。 

展
開
（
３０
分
） 

 けがの前の「わたし」と一輪車クラブ

の見学をした後の「わたし」では努力す

る気持ちは同じでしょうか。違うでしょ

うか。その理由も考えましょう。 

導
入
（
５
分
） 
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ｄ見学後の方が，より努力している。「メリー

ゴーラウンドがしたい」という自分が決めた

はっきりとした目標ができたから。 

ｅ分からない。 

 

 

 

 

 

 

３ ２の話合いを踏まえて，努力のよさについ

て考え，価値理解を深める。 

 

 

 

ａメリーゴーラウンドは難しいから，なかなか

できないと思う。 

ｂ一生懸命練習を続けているから，できたと思

う。 

ｃ分からない。 

 

 

 

 

ｄ頑張ったのに，結局できなくて悔しい気持ち

になる。 

ｅできなかったけど，前よりは上手になってい

るから，もっと頑張ろうという気持ちにな

る。 

f分からない。 

うな友達の意見につなげるような発表を促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○状況を絞って登場人物の心情を問うこと

で，内容項目のよさに気付かせる。 

○ペアでの話合いを取り入れ，その後全体で

話し合う。 

○机間指導を行い，座席表を活用して多様な

意見が出るように配慮する。 

○図の努力線上の位置を確認することで，ａ

の場合もｂの場合も，最初の自分より目標

に近づいていることに気付かせる。 

※努力について，多面的・多角的に捉え自分

の考えになかった新しい気付きを持ってい

る。（発言） 

 ４ 「努力」について，今日の学習から分かっ

たことや感じたこと，これから自分の生活に

生かしたいことをノートに書き，伝え合う。 

 

 

○導入時の「努力」のイメージを確認し，本

時の授業を通してどう変わったのか自覚で

きるようにする。 

○机間指導して，以前と比べて考えが深まっ

た児童や，自分の生活に生かそうとしてい

る児童などの意見を取り上げ，共有する。 

○自分の生活に置き換えて具体的に記述でき

るよう助言する。 

※困難があっても努力し続けることのよさに

ついて，自分事として考えている。（ノー

ト） 

(3) 準備物 

教師：教科書，マグネット，場面絵 

児童：教科書，道徳ノート，筆記用具 

 

終
末
（
１０
分
） 

 この後，わたしはメリーゴーラウンドが

できるようになったと思いますか。 

 できなかった時，「わたし」はどのような

気持ちになったでしょうか。 

<問い返し例> 

ｅ→なぜ一度は見るのも嫌になった一輪

車なのに，再び練習を始めたのでしょ

う。 

ａ→メリーゴーラウンドができたわけで

もないのに，なぜうれしかったのでし

ょう。 
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                ７/４ 「一りん車にのれた」 

(4) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 評価 

※努力について，多面的・多角的に捉え自分の考えになかった新しい気付きを持っている。（発言） 

※困難があっても努力し続けることのよさについて，自分事として考えている。（ノート） 

 

大変なところ 

・つかれる。 

・あきる。 

・がんばって

もなかなか

できないこ

とがある。 

わたし 

場面絵 

よいところ 

・できない

ことがで

きるよう

になる。 

・ほめられ

る。 

 

一
メ
ー
ト
ル
の
れ
た
！ 

も
う
一
輪
車
な
ん
か
見
た
く
な
い 

○め  努力について考えよう。 よ
り
よ
い
自
分 

 

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い 

 

久
保
田
さ
ん
か
ら
の
は
げ
ま
し 

なりたい自分 
 

○感 ・目標にたどり着かな

くても，一生けんめ

い努力することで前

より進化する。 

・友達のはげましが努

力のもとになる。 

・目標をはっきり決め

ることが努力のもと

になる。 

目標 


